
第53 回大 会〕 被　　服

2 ゛p-ll　　 女 子 大 学 生 の ﾌﾞﾗﾝ ﾄﾞ ﾊﾞｯ ｸﾞ にお け る値 ご ろ感

の　 汁幸恵＊　　　 風間健＊＊
(＊京都学園大)( ＊＊武庫川女子大)

目的：女子大学生が希望しているﾌﾞﾗﾝﾄﾞ ﾊﾞｯｸﾞへの希望価格を調査し、その価格を希望す

る背景にある要因を解明することである。

調査概要：本研究の調査対象は関西圈の大学に在籍する女子大学生である。彼女たちに

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾞの値段について調査をした。質問紙を用い集合調査法と郵送法を行なった。

解析手順：ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾞの希望価格を調べた上で、なぜその価格なのかという要因を調べ

るために主因子法による因子分析を行なった。また、２つの傾向が見られたので、数量化

ｎ類を用いて２つに分類する要因を明らかにした。

結果：希望価格は６大ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを中心とする高級志向と高校生にも人気の高い若いﾌﾞﾗﾝﾄﾞ

への安価さの２極化が見られた。対人関係、身分、ウチとソトという要因が見出せた。

考察：ウチとソトとの概念が、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾞの希望価格に反映された。場でどのような

自分であるのかがポイントとなった。女子大学生は流行やｸﾞﾗﾝﾄ’を重要視しながらも、

価格によって、その使用場所を明確に区別していると考えられる。

2 Kp-12　　蹴鞠装束に関する研究( 第5 勁 一鞠袴－

○弓削公子

［目的］ 前報では、鞠袴について意匠学的見地から報告したが、今回は、縫製を中心とす

る構成学の面に沿って他の袴との比較関連を究明し/
■―
、

［方旧　 京都国立博物館、京都府資料館、かずみ会館（旧華族会館誹 荷､ 平野神社ヽ天

理参考館、東洋きもの専門学校の所蔵試料を実測調査し几

〔結果〕 京都国立博物館所蔵の最古の斡 狸 ある江戸時代の嘉永6 年の紅袴をはじめれ 、

明治、大正、昭和初期、平成の現在に至るまでり、鞠袴訪点の中10 点にしぼり、調査し

た結果、次の点力坤丿明した。

(1 ）怖 童点では、前後の腰巾、投げ`と相引の長さの割駅 前裾と後裾の乖り間の福の

位置､ 旱 と奥付、衿の引合返しと三つ折り、各部位の維鴫皆 、前痩のりだの欽

と怯な机

(2) 類似点では､ 翁 断方法や各ひだの折り方向などがあげられる、

以上から使用目的により動的と静的形体の羞力琢 られた。

191


